
飲酒に関する教育（文部科学省における取組について）

１ 概 要

学校教育においては、飲酒は、心身に様々な影響を与え、健康を損なう原

因となることなどを理解させることを目的として、体育・保健体育や特別活

動をはじめ、学校教育活動全体を通じて指導を行っている。

２ 現在の状況

① 教育課程の改善

学習指導要領においては、平成１４年度から小学校高学年に喫煙、飲酒

の健康への影響等について盛り込み、喫煙、飲酒防止に関する指導内容を

充実している。新しい学習指導要領においても、同じ内容としている。

教育教材の作成②

○飲酒が自己の心身に及ぼす影響について正しく認識させるため、発達

段階に応じた教材として、中高生については平成１７年度から、小学

生については平成１９年度から児童生徒が自らの心と体を守ることが

、 、 、 、できるよう 喫煙 飲酒 薬物乱用及び性感染症などの問題について

総合的に解説する啓発教材を作成。

○喫煙、飲酒、薬物乱用に関する教師用指導参考資料を作成。

◇平成２１年小学校編、２２年中学校編、２３年高等学校編

団体との連携③

○全国小売酒販組合中央会、東京小売酒販組合、４６道府県小売酒販組合

連合会、４４３小売酒販組合主催「未成年者飲酒防止・飲酒運転撲滅全

国統一キャンペーン」後援（例年）

○若者の飲酒を考えるフォーラム実行委員会主催「若者の飲酒を考えるフ

ォーラム」後援（例年）
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学習指導要領における「飲酒に関する教育」に関する主な記述

小学校学習指導要領（平成２０年３月告示）
第９節 体育

第２ 各学年の目標及び内容
〔第５学年・第６学年〕
２ 内容
Ｇ 保健
（３） 病気の予防について理解できるようにする。

エ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、健康を損なう原
因となること。

３ 内容の取扱い
（５） 内容の「Ｇ保健」については （３）を第６学年で指導、

するものとする。

【解説】
○ 飲酒については、判断力が鈍る、呼吸や心臓が苦しくなるなどの
影響がすぐに現れることを理解できるようにする。なお、飲酒を長
い間続けると肝臓などの病気の原因になるなどの影響があることに
ついても触れるようにする。その際、低年齢からの喫煙や飲酒は特
に害が大きいことについても取り扱うようにし、未成年の喫煙や飲
酒は法律によって禁止されていること、好奇心や周りの人からの誘
いなどがきっかけで喫煙や飲酒を開始する場合があることについて
も触れるようにする。

中学校学習指導要領（平成２０年３月告示）
第７節 保健体育

第２ 各分野の目標及び内容
［保健分野］
２ 内容
（４） 健康な生活と疾病の予防について理解を深めることがで

きるようにする。
ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な影響
を与え、健康を損なう原因となること。また、これらの行
為には、個人の心理状態や人間関係、社会環境が影響する
ことから、それぞれの要因に適切に対処する必要があるこ
と。

３ 内容の取扱い
（１） 内容の（４）は第３学年で取り扱うものとする。
（８） 内容の（４）のウについては、心身への急性影響及び依

存性について取り扱うこと。また、薬物は、覚せい剤や大
麻等を取り扱うものとする。
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【解説】
○ 飲酒と健康

飲酒については、酒の主成分のエチルアルコールが中枢神経の働
きを低下させ、思考力や自制力を低下させたり運動障害を起こした
りすること、急激に大量の飲酒をすると急性中毒を起こし意識障害
や死に至ることもあることを理解できるようにする。また、常習的
な飲酒により、肝臓病や脳の病気など様々な病気を起こしやすくな
ることを理解できるようにする。
特に、未成年者の飲酒については、身体に大きな影響を及ぼしエ

チルアルコールの作用などにより依存症になりやすいことを理解で
きるようにする。

高等学校学習指導要領（平成２１年３月告示）
第６節 保健体育

第２ 保健
２ 内容
（１） 現代社会と健康
イ 健康の保持増進と疾病の予防

健康の保持増進と生活習慣病の予防には、食事、運動、
休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践する必要があるこ
と。
喫煙と飲酒は、生活習慣病の要因になること。また、薬

物乱用は、心身の健康や社会に深刻な影響を与えることか
ら行ってはならないこと。それらの対策には、個人や社会
環境への対策が必要であること。

３ 内容の取扱い
（２） 内容の（１）のイの喫煙と飲酒、薬物乱用については、

疾病との関連、社会への影響などについて総合的に取り扱
い、薬物については、麻薬、覚せい剤、大麻等を扱うもの
とする。

【解説】
○ 喫煙、飲酒と健康

喫煙、飲酒は、生活習慣病の要因となり健康に影響があることを
理解できるようにする。
その際、周囲の人々や胎児への影響などにも触れるようにする。
また、喫煙や飲酒による健康課題を防止するには、正しい知識の

普及、健全な価値観の育成などの個人への働きかけ、及び法的な整
備も含めた社会環境への適切な対策が必要であることを理解できる
ようにする。
その際、好奇心、自分自身を大切にする気持ちの低下、周囲の人

々の行動、マスメディアの影響、ニコチンやエチルアルコールの薬
理作用などが、喫煙や飲酒に関する開始や継続の要因となることに
も適宜触れるようにする。
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高等学校の保健体育科教科書における「飲酒」関連記述 
（出典：大修館書店『現代保健体育』平成25年発行） 
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